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網野学園学年・特別支援学級・養護部会 ７月２９日（金） 
 
７月２９日（金）網野学園担任会等を実施しました。各部会

の前に、１学期に網野学園の小学１年生の保護者と子ども達
を対象に実施した「まなびスタート調査（就学前の生活経験な
どから児童が獲得している概念や知識の中で国語や算数の学
習に相関している内容を見取るための調査）」の分析をしてい
ただいた京都ノートルダム女子大学現代人間学部心理学科特
任教授 高井直美 様の話をお聞きしました。そして、まなび調
査の結果から課題を改善するための取組み例を保護者・園
所・学校別にそれぞれ教えていただきました。網野学園では、
認知能力と非認知能力を一体に育てていくために、家庭と学校・園所で連携した取組みを
進めていきたいと考えています。ここでは、家庭での取組み例を紹介します。参考にしていた
だければ幸いです。 

 

  

 

 
 

 
 

講義の後は、保幼小連携部会（５歳児・小１合同部会）・小２～
小６の各部会・特別支援学級部会・養護部会に分かれて、育成し
たい「非認知能力」についての交流や児童の様子等、年度当初
の計画に基づいて話し合いを進めました。 保幼小連携部会の後
半は、５歳児担任会と小１部会に分かれて話し合いをしました。５
歳児担任会では、８月１８日の保育研究会に向けて研修をしまし
た。 

5歳児～7歳児ごろに取り組んだらよいこと（家庭編） 
①テレビ・ゲームの時間が無制限にならないよう生活リズムづくりに気を配る。  

②町にある看板等の文字・記号を子ども一緒に見て会話をする。 

③親子で時計を見る習慣をつける。 
④絵本や児童書が日常にある環境を作る。  

⑤しりとり遊び（こどば遊び）・トランプ・すごろく（数遊び）などを一緒に楽しむ。 
⑥子どもの話をよく聞き、子どもに関心をもってコミュニケーションする。 

参加した教員の感想  
 
・遊びの中で言葉や数のやりとりが行われる事の大切さを実感しました。また、幼児期からの絵本
の読み聞かせも大切だと講義にもあり、園での活動内容も見直しながら、日々子どもたちと関わ
っていきたいと思いました。 

 
・保護者の皆さんに伝わり、意識していただけるような丁寧な啓発の仕方を探っていきたいです。
小学校（特に１年生）で取り入れられることを積極的にしていきたいと思いました。また、家庭で
の生活経験やこども園・保育園での学びにつながる取組み等をよく理解し、接続を大事にし、１
年生の子どもたちを受け入れていきたいと感じました。 

 
・何気ない当たり前の生活行動でも、学習の基礎となる数への関心につながる声かけをしていく
ことで、今後の学習能力の向上、意欲に大きく影響していくことが分かりました。今後の指導に
いかし、児童のさらなる意欲向上・学習定着につなげていきたいです。 

 
・身の回りのことに興味を持ち、子どもと一緒に楽しむことが大切なんだなと改めて感じました。
生活と学びを結びつけるという視点は、低学年にも大切なことですが、低学年だけでなく、中・
高学年にも通ずるものがあると思います。 

 



網野学園第２回全体研修会を実施しました。８月１８日（木） 
 

８月１８日（木）網野学園第２回全体研修会を開催しました。午前中に、網野学園各園所
で保育研究会を計画していましたが、新型コロナウイルスの感染拡大のため中止としまし
た。充実した研究会になるように研修や準備を進めていただけに残念です。午後は、予定
通りに網野中学校で全体会を
実施しました。網野中学校から
の学力及び生徒指導、教育相
談についての課題提起の後、 
Nordic Educations代表 教育
コンサルタント 徳留 宏紀様
に、 『学力テストで測れない非
認知能力を学校で伸ばすため
に』という演題で講演をしてい
ただきました。 

  

 

 

 

 

 

～保育研究は中止となりましたが、日々の活動の中で、非認知   

 能力の育成を意識しながら取組みを進めています。～ 
   

 

 

【連絡先等】 網野中学校 TEL：0772-72-1030 FAX：0772-72-1031 

メール：amino-jhs@kyoto-be.ne.jp 

※ お気付きの点やご意見等ありましたら、お知らせください。 
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各園所の８月の様子 

◎講演より（抜粋） 
・『非認知能力』は、自ら意識することが大切である。「いいね」と褒めることで、「こうなりたい」「もっとこうな
りたい」 と自ら意識させることができる。非認知能力は「あたりまえ」にしてしまうと見つからない。 

・変化や気付きを見取り、価値づけていく見取りの専門性を身に付ける必要がある。見取り（変化や気付き）
を子どもに フィードバックし、子どもと価値を共有することで行動を強化することができる。 
・見取りのレンズを子ども達と共有することで、子ども達は非認知能力を意識した行動をするようになる。 
  ～非認知能力を育てるために大切なこと：【自分で決める】【自分で意識する】【振り返り】～ 

mailto:amino-jhs@kyoto-be.ne.jp

